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◆ 「死亡者数」は、全産業で15人であり、過去最少となった前

年に比べ９人増加。

◆ 「休業４日以上の死傷者数」は、全産業で2,117人であり

前年に比べ69人減少。しかし、新型コロナウイルス感染症を除

くと2,067人で前年に比べ31人増加。

◆業種別に見ると（新型コロナウイルス感染症によるものを除

く）、災害発生件数が多い順は、小売業（203人）、社会

福祉施設（202人）、道路貨物運送業（185人）、食料

品製造業及び医療保健業（145人）である。



◆事故の型別について見ると、多い順で「転倒」（603人）、

「墜落・転落」（372人）、「動作の反動・無理な動作」（主

に腰痛）（298人）、「はさまれ・巻き込まれ」（169人）、

「切れ・こすれ」（110人）となっている。「転倒」、「墜落・転

落」は前年に比べ増加した。

◆被災労働者の年齢別では、60歳以上の高年齢労働者の割

合が高く、年々増加傾向にあり、令和７年は37.1％で前年よ

り3.3％の増加となった。

業種別 事故の型別・年齢別労働災害発生状況
















	スライド 1: 高年齢者の労働災害防止のための指針について
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

